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され，自主取材によるラジオニュースが開始さ
れたあとの10年間を中心に，ラジオニュースが
どのように発達をとげてきたのか，その過程で
どのような模索がなされてきたのか，競争相手
の新聞とはどのような関係であったのか，など
について検討していく。

この時期のラジオニュースの取材・制作現場
の様子は，『20世紀放送史』などに一部記載
があるものの，必ずしも十分に解明されている
わけではない。このため，本稿では『20世紀
放送史』や『ラジオ年鑑』などに加え，NHK
の部内向けに作成されていた『放送記者』など，
さまざまな資料に拠りつつ，ラジオニュースを
めぐる議論や，その取材・制作過程を検証する。

戦前のラジオニュースは，原則的には通信社や新聞社から提供された新聞用の原稿，つまり「目で読むための
原稿」を「耳で聴く話し言葉」に書き換え，アナウンサーが読むというスタイルをとっていた。

ラジオ放送開始から20 年後の1946 年，放送記者制度がスタートし，記者が自らの手で取材してニュース原稿
を書くというスタイルが始まった。放送記者は，速報性というラジオの特性を使って正確な情報を放送にのせるこ
とに努力してきたが，その反面，「ラジオが持つ音声的な特性を活用していない」「ニュースが面白くない」という
指摘を受けるようになった。
「速報性」という要素と「音声を効果的に使う」という要素は，しばしば相反する場合があり，放送記者は，よ

りよいラジオニュースのあり方を求め，葛藤を続けてきた。
今回の考察では，報道局内の情報連絡用に発行された部内誌で，外部にはほとんど知られていない『放送記

者』（のち『報道』と改称）に残された記述などを活用して，その当時の放送記者たちが何を考え，どのような行
動をしていたかを検証し，ラジオの全盛期でもあった戦後10 年間のラジオニュースの歴史を振り返る。

シリーズ   ラジオ 90年　【第 4 回】 

「放送記者」誕生
～戦後10年間のラジオニュース～

メディア研究部  宮川大介

１．はじめに―本稿の目的

ラジオ放送開始から20年余りが経過した
1946年，放送記者制度がスタートし，記者が
自らの手で取材してニュース原稿を書くというス
タイルが始まった。放送記者は，「速報性」と
いうラジオの特性を使って正確な情報を放送に
のせることに努力してきた。しかし一方で，「正
確な情報を詳しく盛り込む」という要素と「音声
を効果的に使う」という要素を両立させるには
さまざまな工夫が求められ，放送記者は，より
よいラジオニュースのあり方を求め，葛藤を続
けてきた。

本稿では，終戦直後，放送記者制度が導入
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このうち，本稿で主に参照するのはNHK報
道局が発行していた部内誌『放送記者』であ
る。『放送記者』は，放送記者やニュースデス
クをはじめ，NHKの報道に関わる人々の業務
の向上や情報交換のために1951年10月に創刊
され，1961年4月に『報道』と改称，1968年3
月まで発行された。当時，報道局内や各放送
局の報道部門に配付され，ニュース取材や制
作の参考にされたと考えられている。

本稿ではまず，戦前のラジオニュースがどの
ような形で放送されていたのかに言及する。そ
の上で，上記のようなさまざまな資料に依拠し
つつ，戦後，どのような経緯で放送記者制度
が始められたのか，新聞とは異なるメディアの
特性を生かして，どのような取り組みが行われ
たのかを描いていく。

　

２．戦前のラジオニュース

（１）ニュース第 1 号

1925 年3月22日，社団法人東京放送局が，
東京・芝浦にあった仮放送所から「仮放送」を
開始した。それより前の3月1日から「試験放
送」が始まり，同月5日にはラジオニュースの第

NHK 部内誌　『放送記者』と『報道』

東京放送局仮放送所（東京・芝浦）

1号が放送されている。　
この日の午後，東京・深川の洲崎遊郭付近

で火事が起き，夜のラジオニュースの冒頭で伝
えられた 1）。当時，東京放送局の理事だった煙
山二郎は次のように語っている。

その放送中“（中略）数千の遊女が赤い蹴

出しを翻し，にげ惑うさま，せい惨を極めた”

とある，その“赤い蹴出し”の一語の強き響

き方には聴者はいずれも面くらったというこ

とである。すなわち書いたものを眼から見る

感じよりも，耳から聴く方の響きは，同一語

であっても非常に強く響くことが知られた 2）。

どこから火事の情報を得て，誰がどのように
取材して放送したのか，詳しいことは不明だが，

「速報性」に優れていることと，文字（視覚）に
比べ音声（聴覚）がより「煽情的」であるという，
ラジオが持つ2つの特性が示された象徴的な
出来事であった。

しかし，『放送五十年史』3）には当時の報道
について，「放送開始当初から番組として登場
してはいたものの，番組編成のうえで，今日で
は想像もつかないほど冷遇されていた」と書か
れている。
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仮放送開始当時，東京放送局が放送してい
たニュースは，新聞社，通信社から提供され
た原稿をアナウンサーがそのままの順番で読む
というスタイルで，1日3回，15分ずつ放送さ
れた。新聞社側からの提供がない場合は，「こ
の時間のニュースはありません」と放送したほ
どで，放送局側にはほとんど決定権はない状
態だった。

同年7月に「本放送」が開始されるに当たっ
て，新聞社側から1日3回の原稿の提供は不
可能だという申し出があり，結局，放送回数は
1日2回に減らされてしまった。

1930年11月1日からは「 放 送 局自主 編成
ニュース」が始まった4）。これは，購入契約を結
んだ「新聞聯合社」と「日本電報通信社」の2
社から送られてくるニュース原稿を東京中央放
送局の報道課で取捨選択し，ニュースとして聴
きやすく書き直した上，自分たちの判断に基づ
いて順番を決めて放送するというものである。
同時に1日の放送回数も4回に増え，1回の放
送時間も長くなった。

（２）戦前のラジオニュースの実態

このように戦前のラジオニュースは，通信社
から提供されたものが主だったが，この時期に
自主取材がまったく行われなかったわけではな
い。『20世紀放送史』5）には次のように書かれ
ている。

戦前のラジオ報道に独自取材はなかった，

と言うと正確さを欠く。西日本一帯に大きな

被害をもたらした1935（昭和10）年6月の集

中豪雨の際に，大阪放送局のアナウンサー

が被災地を取材して帰局，そのもようを実感

放送として電波に乗せている。

この「実感放送」というのは，現場に赴いた
アナウンサーが状況をメモし，放送局に帰って
からメモを見ながら，いかにも実況放送のよう
に放送するという手法である。

また，日中戦争，太平洋戦争を通じて，ア
ナウンサーや報道部員による自主取材がごく限
られた範囲で行われていたようである。

しかし，全体として見れば，ニュースの多く
は通信社提供のものであり，「自主取材に支
えられた放送ジャーナリズムという考え方自体
が，戦前の放送協会にはなかった」とも言える
状況だった。

このあと日本は戦時体制に突入し，ニュース
は戦争に大きく協力，もしくは開戦のきっかけ
を作ったとさえ言われるほどの役割を果たすこ
とになる。

戦前のラジオニュースがどのようなもので
あったのか，太平洋戦争末期に『放送報道編
輯例』6）が発行されている。この本では，1941
年10月から1944年3月までの放送原稿のうち
87例を選んで，解説を加えている。

冒頭の概説に，「放送報道は『聞く報道』で
あつて，『読む報道』ではない。（中略）報道原
稿はどんなによく書かれてゐても，耳で聞くに都
合よく書かれてゐないならば，それは放送報道
文としては悪文であると云ふの外はない」とい
う記述がある。「聞く報道」とはどういう文章な
のか，例文を提示して解説しており，太平洋戦
争中のラジオニュースがどのような内容で放送
されていたのかが分かる興味深いものである。

87例のうち，1942年12月12日の正午のニュー
スで放送された原稿を紹介する。

まず，ニュース原稿のもとになった「同盟通
信」の原稿を示し，そのあとに実際に放送され
た原稿を掲げる。



41

この原稿を放送用に書き換えたのが次の文
章である。

このように，戦前のラジオニュースにおいて
も，聴きやすい原稿に直す努力は続けられてき
たが，放送協会が原則として独自取材を行わな
い以上，そうした努力の成果には一定の限界が
あった。それが，戦後の新たな取り組みにつな
がっていくことになる。

３．放送記者の誕生

（１）放送記者制度の導入

ラジオの特性を生かしたニュースを放送する
ためには，「自主取材」が不可欠であるという
見方は，太平洋戦争が始まる以前から，放送
協会の内部でも現れていた。

太平洋戦争開始直前の1941年秋，当時，
業務局報道部に所属していた柳澤恭

やす お 

雄は「報
道放送の特質と限界」7）という文章で，ラジオ
と新聞の関係を考察しながら，「ニュースが新
聞記事のスタイルから離れて，話すスタイルを
確立するのには，長い経験を要した。そして今
なほ真剣な努力にも拘はらず，まだまだ道遠し
の感がある」と述べている。

柳澤は，ラジオの特性は速報性や同時性に
あるが，限られた時間の中で「書かれた文章」
を「話す言葉」に書き換えるには限界があり，
書き換えに際してニュースの主眼を失わないか
と常に危惧している，と書いている。

そして，「結論的に云へば，現在の『話す
ニュース』への一切の努力と方向は『書くニュー
ス』を如何にして『話すニュース』に更生させる
かに向かつてゐる。私はそれだけでは充分目的
を達しえないから，抜本塞

そくげん

源の方法として直接
取材を提唱し，『話すニュースは起稿から』と
云ふ標語をかかげたい」と訴えている。つまり
柳澤は，自主取材した人間が原稿を書くことに
よって初めて，そのニュースの重要なポイント
を落とすことなく「話すニュース」にすることが
できると主張したのである。

しかし，戦時下ではこうした主張が通ること
なく，本格的な自主取材が開始されたのは太
平洋戦争の終結後である。終戦後，柳澤は
上司に掛け合い，1945年11月の第89臨時帝

【同盟通信原稿】
カメラを通じて物の実体を摑

つか

み，且つ児童
の情操を豊かにするため最近国民学校の映
画教育が盛んになり，全国二万一千の国民
学校中既に四千六百台の映写機が行渡つて
ゐるが，規格が区

まちまち

々なので，文部省では阿原
教化局長以下各関係者，技術者のほか商工
省からも出席し，昨十一日第一回の規格調査
懇談会を開いて協議したが，文部省の方針は
国民学校用として，十六ミリ映写機を全国の
国民学校に一台宛

あて

常置し，児童は勿論文化
の恩恵に薄い地方民に映画を通じて時局認識
を徹底させる意向であり，今後も随時右の懇
談会を開き，映写機の規準や選択，製作等
について，調査懇談する。なほ現在十六ミリ
映写機一台の価格は約五百円であると。

【放送用原稿】
文部省では，国民学校用映写機の規格を

決める為，阿原教化局長以下の各関係者と技
術者が出席して，きのふ第一回の規格調査懇
談会を開いて，協議しました。その結果，国
民学校用として，十六ミリ映写機を全国の国
民学校に一台づつ置き，児童は勿論，文化の
恩恵に薄い地方の人々に，映画を通じて，時
局の認識を徹底させることになりました。
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国議会から自主取材を開始したのに続いて，
1946年4月，女性4人を含む26人が「放送記
者」1期生として採用された。

1期生の養成を担当した報道部放送記者養
成科長の田中順之助が，放送記者の養成につ
いて文章を残している 8）。

その文章を要約すると，1期生は，400人近
い応募者の中から筆記試験と口頭試験をパス
した22歳から31歳までの26人で，1946年5月
1日から6月29日までの2か月間，養成を行っ
た。養成場所は，当時，東京・内幸町にあっ
た放送会館の地下にある一室で，東京新聞経
済部長や朝日新聞参与，読売新聞記者，共同
通信社整理部長といった面々が講師となって
講義を行った。また，実習は東京で発行され
る6つの新聞を毎日，配付し，それを放送原
稿に書き直させた，とある。

田中自身も「新聞記者養成とも違ふやり方を
しなければならぬことは，当然すぎる程当然
のことであつたが，なかなか思ふやうには行か
なかつた」と書いている。新聞記者と違うやり
方とはどのようなものを想定していたのか，具
体的な記述がないのは残念だが，放送記者養
成の担当者が「放送記者と新聞記者は違うも
のであるべきだ」という認識を持っていたこと
には注目したい。

1期生が採用されたあと，順調に記者採用
が継続されたわけではない。47年，48年，49
年の3年間，放送記者の採用は中断されてい
る。採用が再開されたのは1950年である。

採用中断の理由について『放送記者　草創
期ものがたり』9）には，「NHKでは，このころか
ら，幹部の間で，“放送記者制度推進派”と“放
送記者無用論派”との間で，長い間，激論が
交わされたようである。議論に決着がつかない

まま，一九四六年以後，三年間，放送記者の
正規採用は見送られている」と書かれている。

前述したように，戦前のニュースは1日に2
回，あるいは3回ほどしか放送されないなど，
編成上重要視されていなかったが，報道に対
する基本的な認識は，戦争が終結してもさほ
ど変わらなかったようである。

しかし，1950年には放送記者の採用が再開
されることになるが，その理由の一つとして当
時のGHQの意向を挙げることができるだろう。
『放送記者　草創期ものがたり』には，次の

ように書かれている。

CCS（GHQ民間通信局）から「放送の自

主性を進める上で“ニュース自主取材”は不

可欠」というサジェストがあったことが推進

派に有利に作用して一九五〇年の記者採用

方針が決まった，という説が一番もっともら

しい。

逆に言うと，当時の日本放送協会の上層部
にとっては，放送記者＝職員による自主取材に
はこだわらず，必要とあれば，戦前と同じよう
に通信社や新聞社から原稿を買うという選択も
できたということである。

GHQの「鶴の一声」がなかったら放送記者
制度の定着はもっと遅れていたかもしれない。

（２）GHQ 指導のもと行われた養成

記者の採用が再開されたのち，1950年4月
から11月まで毎週1回，CIE（GHQ民間情報
教育局）ラジオ課のアントニー・ケイ（Anthony 
J. Kaye）という人物が NHKの放送部員を集め
て「ラジオ・ニュースの在り方と編集の仕方」と
いう講義をしている10）。
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ケイは1936年にコロンビア大学新聞学科を
卒業後，ニューヨークのWMCA放送局などで
記者や解説者を経験し，1946年にCIE勤務
を命じられた。1951年6月に帰国する際はCIE
ラジオ課の次長の肩書を持っていた。

講義の中でケイは，「目で読むように書かれ
たニュース原稿」を「Aストーリー」と呼び，「耳
で聴くように書き換えた原稿」を「Bストーリー」
とした。そして「Bストーリーは，簡潔でなけ
ればならない。しかも短くて良いニュースとは，
必要な事柄を洩れなく簡単明瞭に伝え，その
上内容を面白く聴かせるように工夫されたもの
をいう」と強調した。

ケイの講義内容を1冊にまとめた『ラジオ
ニュース読本』11）が1951年7月，発行されてい
る。この本の「ラジオニュース　書き方の実際」
という項には，「Aストーリー」を「Bストーリー」
に書き直した例がいくつか挙げられている。

最初に取り上げられているのは，仙台放送
局の放送記者が東北大学で取材した文章であ
る。ケイは，「Aストーリーとは，放送局が放
送記者や特派員や通信社その他のニュース・
ソースから受け取る原稿と同じ種類のもので，

とにかく一つのまとまったストーリーとして使え
るもの」だとしているが，あくまで「目で読むよ
うに書かれた原稿」だというのである。

この文章を「Bストーリー」に書き直したのが
次の文章である。

アントニー・ケイ
『ラジオニュース読本』から

【Aストーリー】
宮城県で鯨の化石が発見されました。
昨日，東北大学の古生物学教室奥津春生

助教授のもとに，宮城県遠田郡田尻町中学校
の平野教官や，古川高校の先生たちから鯨の
化石らしいものが届けられました。

この化石は，前月二十九日，宮城県志田郡
三本木町の水成岩の間から発見されたもので，
奥津助教授の鑑定の結果，二，三千万年前の
化石とわかりました。

奥津助教授の話では，化石は鯨類で学名
バレノプテラ類に近く，体の長さは八メートル
ぐらいのいわし鯨の一種と思われます。

なおこの付近の土地には，二，三千万年前
の層があり，当時海であったので不思議はな
いのですが，背骨及び頭の部分は，ほぼ完全
なので，貴重な標本だと言われています。

【Bストーリー】
大昔の鯨の化石が宮城県で発見され，きの

う東北大学へ送られてきました。
東北大学の奥津助教授の話では，この鯨

の化石は三千万年ほど昔のもので，鯨の大き
さはだいたい八メートルぐらいだということで
す。

この珍しい化石は，宮城県志田郡三本木町
で発見されたもので，背骨と頭の部分がその
まま残っていますので，その道の研究には貴
い資料になるということです。
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Bストーリーを書く場合の原則についてケイ
は，「簡単明瞭」を心がけ，親しみやすさを目指
して「話し言葉」で聴取者の注意をとらえること
だと述べている。「簡潔ということはそれ自体，
興味を惹く要素となる」とも述べている。

そして，注意すべき重要な点として，書き出
しが Bストーリーのほうが複雑でないことや，
中学校の先生の名前や化石が発見された日付，
学名のバレノプテラ類，などといった細かな内
容を省略していることを挙げている。

ケイは「聴いてわかりよくさえ書けるならば細
かい内容を全部使ってもかまわないし，Bストー
リーの内容をさらに省いてもよい」と述べ，B
ストーリー以外は認めないという主張はしてい
ない。

ケイが提唱した「Aストーリー」「Bストーリー」
論は，このあとしばらく報道局内で大きな影響
力を持っていたことが当時の資料から読み取
れる。報道局の部内誌『放送記者』の1953年
3月号12）に，その前の月に開催された放送記者
講習会の記録が載っている。そこには「午前中
は海外や国内情勢の話を，外信部長，解説室
副主管から聞く。午后はBストーリーの研究で，
あらかじめ参加者から寄せられたものをテキス
トにして使つた。この研究が何時も一番身が入
るようである」と書かれている。

このように初期の放送記者の研修は，「書く
こと」を主体に行われた。もちろん，「書き言
葉」を，聴いても理解できる「話し言葉」に直
すという，ラジオには不可欠の作業なのだが，
記者自身が「しゃべる」のではなく，「書くこと」
を主体とした研修であったと言える。

研修で「書くこと」と同じように重視されたの
は「正確・迅速・品位」である。『放送記者』
創刊号13）の「巻頭言」で，高橋武治報道局長

は，放送記者とは「公共放送の従事者として
家庭の聴取者に正しく速い，そして品位ある
ニュースを伝える義務をもった重要な職務であ
る」と述べている。

（３）放送記者の活躍

このような教育を受けてきた放送記者が真価
を問われる出来事があった。1952年4月9日，
羽田を出発した日本航空の「もく星号」が伊豆
大島の三原山山腹に衝突，墜落し，37人全員
が死亡した事故である。

翌朝，機体の残骸が発見されるまで未確認
情報が乱れ飛び，ある地方紙が事故で死亡し
た著名な漫談家の生存談話を掲載したことでも
有名な事故である。

開局間もない民放のラジオ東京（KR）をはじ
め，多くの報道機関が「全員救助」のニュース
を流す中で，NHKは一貫して「生死不明，安
否が気遣われる」という立場を変えなかった。

事故直後の1952年4月号の『放送記者』に
はこの事故を担当した取材部デスクによる「慎
重こそ勝利の源泉」14）という記事が掲載され
ており，「迅速で正確にして上品というNHK
ニュースのモットーが勝利の原因だ」と誇らし
げに書いている。

1950 年ごろの報道局デスク（内信課）
　『ラジオ年鑑（1951 年版）』から
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同年12月に発行された『ラジオ年鑑（1953
年版）』15）には，巻頭から4つ目の項目として

「NHKニュース成年期に達す―迅速，正確，
公正」というタイトルで6ページ余りにわたる文
章が載っている。1925年のラジオ放送開始当
時からのニュースの歴史を振り返り，「人間も
27才になると，世間からも一応その分別を高く
評価されるようになる。NHKのラジオニュース
も，27才の今日，完全なものとは言えないまで
も，決して自惚れでない自信を持って，迅速，
正確，公正の語を口にすることが出来るように
なった。その意味でNHKニュース成年期に達
するの感が強い」と書いている。

柳澤恭雄が目指した「自主取材」の目的の一
つに，ニュースの本質を見失わない，という点
が挙げられていたが，正確な報道をすることに
おいては，放送記者はこの時点で完成の域に
達したと見てよいかもしれない。

４．ラジオニュースの新たな取り組み

（１）ラジオニュースに対する批判

誕生から10年ほどで，放送記者は成年期に
達したという評価を受けたわけだが，また違っ
た見方をする人もいたようである。
『放送記者』の1956年11月号に「社会ニュー

スの問題点―取材の立場から―」16）という記事
がある。「ニュースが硬すぎる。もっと学術・芸
能・文化関係のニュースを取上げるべきだ。暗
いサツ種 17）が多すぎる，等の批判を聞く。此等
の声には率直に聞いて反省すべき点を数多く含
んでいると思う。（中略）ややもすれば取締面に
立った警察の側からだけ見て取上げ，能事終わ
れりとする傾向が我々の中にないかどうか，改
めて考えてみる必要がありはしないだろうか」と

NHKニュースのあり方を問うている。
また『放送記者』1957年3月号には，広島

局の報道課長が「ラジオニュースとは」18）とい
う一文を投稿している。某新聞社の広島支局長
と雑談していたら「ラジオニュース独特の形と
いうものが，もう確立されていい頃なんですが
ね」と言われたそうである。新聞社の支局長は

「現在のラジオニュースは新聞記事にとらわれす
ぎている。非常に聴き易くはなっているが，新
聞記事（内容）を聴くニュースに変えただけのも
のが尠

すくな

くない。（中略）聴く側で余り必要としな
いものが多すぎる，よく言えば整いすぎている」
と言うのである。
「新聞記者に追いつけ追いこせ」を目標に走

り続けてきたのだが，当の新聞記者から，ラ
ジオニュースは新聞とは違うものだ，ラジオ
ニュースにしかできないことを忘れているので
はないか，と指摘されたのである。

広島局の報道課長は「彼の意見を全面的に
肯定するものではないが，漠と心に思っていた
ことをズバリ言い当てられた感じがしないでも
ない」と述べ，「聴取者の気持ちにぴったりあっ
た，判り易く聴き易いニュースとするために，
ものによっては大胆に夾雑物を取り除いてもい
いのではあるまいか」と提案している。

これも『放送記者』からの引用だが，1957
年2月号に「ラジオニュースは音である」19）とい
う記事を名古屋局の報道課長が書いている。

昔，ラジオニュースは音で書けと教えられ

たが，それは耳にやさしいわかりやすい言

葉で書けということだった。幾星霜を経て，

これは常に音をニュースにとり入れてラジオ

ニュースに与えられた特色を大いに生かせと

いうことだと思っている。

OCTOBER 2015
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このような意見が出てきたということは，「B
ストーリー」の理論だけでは，放送の特性を生
かしたニュースにはならない，つまり，「書き言
葉」を単に「話し言葉」に直しただけではラジ
オ放送の特性を生かしたことにはならないと考
える人々が現れてきたということであろう。

放送の特性を生かしたラジオニュースとは何
か，という模索は，実は放送記者が誕生した
ころから続いていた。どのような模索が行われ
たか，数少ない資料から探ってみる。

（２）さまざまな模索

① 『議会報告』

「放送の特性」を生かしたニュース番組自体
は戦後，比較的早い時点で行われていた。

1946年7月1日から8月31日までの2か月間，
開催中の第90帝国議会 20）に合わせて『議会
報告』という番組が放送された。
『ラジオ年鑑（1948年版）』21）には，この番

組について「本会議，委員会，小委員会の質
疑応答は勿論，院内における各党各会派の動
き等を放送記者が眼と耳と足で捉えて対談形
式により新憲法誕生の陣痛を連日克明に解説
した。また，本種目は対談形式による話題解
説の嚆矢ともなり，解説とは異つた面で新分野
の開拓となつた」と記述されている。

この番組はわずか2か月しか続かず，詳しい
資料もないので詳細は不明だが，柳澤が目指
した“書けて話せるジャーナリスト”の実現を目
指した番組だったのかもしれない。

② 『録音ニュース』

また，1946年にスタートした『録音ニュー
ス』も「放送の特性」を生かした番組だったと
言える。当初は演出部演出課の担当だったが，

1949年10月の機構改革で報道部内信課に担
当が移った。担当が番組制作グループから報
道グループに代わり，「ラジオニュース」の一つ
としての性格をさらに強めた。
『ラジオ年鑑（1950年版）』22）は，「判然と

ニュース部門に属したことが，自らこの番組の
性格を決定し，進むべき方向を決めたことにな
る」「今回報道部に入ったことで，善かれ悪し
かれ根本的な性格は変化したのである。従つ
て録音ニュースの企画は，速さと事実の記録と
いう点に中心が置かれ…」と書いている。「善
かれ悪しかれ」と表現されているのは，この担
当替えについて，否定的な見解も含めさまざま
な見方があったことの表れとも受け取られる。

『録音ニュース』は，年度によって放送日や
時刻は変わったが，基本的には1回10 分ない
し15分間の番組で，国会の本会議の一部を生
中継したり，時の人をスタジオに呼んでのイン
タビュー，さらに法廷内の審理を録音し 23），ナ
マに近い形で放送するなど，「音声」の特性を
十分に活用した。

テレビが本格的に普及し始めた1960年4月
の番組改定で「発展的に解消」するまで，番
組は10年以上にわたって続き，ラジオニュース

『録音ニュース』の取材風景
（『20 世紀放送史』から）
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にとって「音声」の存在がいかに重要であるか
を示した。
『録音ニュース』はどのような番組であった

のか。「NHKアーカイブス」で探ってみると，
1958年7月8日に放送された貴重な音源が残
されていた。

この日の『録音ニュース』は，米軍立川基地

内の民有地で始まった測量に対する抗議集会，
都内の中学校で起きた教師の生徒に対する傷
害致死事件，福岡高裁で行われた菅

すご う  

生事件の
証人尋問，中日球場でのオールスターゲーム，
八戸港のイカ釣り出漁の5本が放送されてい
る。誌面では音声で伝えられないのが残念だ
が，文字にして概略を紹介する。

時間 演出 内容（概略）

00'00 〜 音楽 タイトル音楽
途中でアナウンサーが「録音ニュース」と宣言

00'14 〜 実音 労働歌が聞こえてくる
00'19 〜 アナ 「米軍立川基地内の民有地で測量が始まりました」
00'37 〜 実音 反対派「警察は介入するな」
00'46 〜 アナ 反対派と警察隊の様子描写
01'14 〜 実音 現場の様子，アジ演説
01'32 〜 実音 測量作業中の声
01'50 〜 アナ 「全学連学生が基地内になだれ込みました」
02'11 〜 実音 警察拡声器「排除します」
02'13 〜 アナ 「騒ぎは間もなく収まりました」
02'43 〜 実音 反対派行動隊長，集会挨拶　「測量は完了していない」

03'07 〜 実音 東京調達局長インタビュー
「地元の摩擦を少なく…」

03'58 〜 アナ 「本格測量の模様でした」

04'03 〜 アナ 「東京の中学校で教師が生徒の頭を殴り，それがもとで生徒が亡くなりました」
（筆者注：教師も生徒も実名で報道，教師は呼び捨てで報道されている）

04'42 〜 実音 生徒の同級生インタビュー
事件の状況を説明，「先生はだいぶ，興奮されていらっしゃって…」と証言

05'19 〜 実音 校長のインタビュー　「ありうべからざること。申し訳ないですね…」

05'55 〜 実音 PTA 会長インタビュー　「○○○○のやることだ」
（筆者注：○○○○は，現在では放送には使わない言葉）

06'23 〜 実音 文部省初等中等局長インタビュー
「学校教育法では懲戒に暴力はいけないことになっている。遺憾である」

（中略）
12'35 〜 アナ 「次は青森です」
12'39 〜 アナ 青森局アナ　「八戸港は夏イカの漁で賑わっています」
12'44 〜 実音 漁船のエンジン音
12'50 〜 アナ 「釣り上げられたイカは鳴き声を立てながら船内をうめてゆきます」

13'10 〜 実音
漁師と取材者とのやりとり
漁師「今日は 13 万貫くらい獲れてる」
取材者「去年は 1 日 40 万貫も獲れた日もあるとか」
漁師「喜んで港に帰ってきたら 3 貫目 1 箱，たったの 1 円ということもあった」

14'17 〜 アナ 「今年も大漁貧乏を恐れていますが，最近，イカ漁を許可制にする見通しがついた
ため漁師たちの表情も明るいようです」

14'31 〜 実音 市場のセリの音
  14'37 〜

 〜 14'45　 
アナ

東京のアナ　

「録音ニュースでした。エヌ，エイチ，ケイ」

『録音ニュース』1958年 7 月 8 日（火）　19 時 15 分～ 19 時 30 分（ラジオ第1）

OCTOBER 2015
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このうち，録音をニュースの中にどのように
使っていたかを具体的に見るため，米軍立川
基地での抗議集会のニュースの一部をさらに詳
しく書き起こしてみた。

実音	 （現場周辺に流れている労働歌）

アナ	 �アメリカ軍立川基地内の民有地に対

する本格測量は，徹夜で警戒してい

た砂川町の地元民や応援の労働組合

員，学生ら，およそ1,500人が柵越

しに見つめる中で，けさ5時から始め

られました。

実音	 （反対派のシュプレヒコール）

　　　　「警察は介入するな」

　　　　「警察は介入するな」

アナ	 �鉢巻き姿の地元民らがずらりと並んだ

広い滑走路の北側の柵の外側には竿

を何本も接いだ数多くの赤旗が，折

からの曇り空に翻り，その柵の内側

には有刺鉄線のバリケードが張られ，

警官隊 1,400人が乱闘服に身を固め

てこれに対しました。そして学生たち

は柵にしがみつき，柵を揺さぶって測

量の中止を訴えていました。

実音	 （学生の声）

　　　　「帰れ，帰れ，帰れ，帰れ…」

　　　 （女性の声）

　　　　「あなたたちの子供たちの……，

　　　　守ろうとしている人たちを……，

　　　　あなたたちはそのこん棒で……」

（「……」は，聞き取れない部分）

　　　　　　　      　（以下，略）

ただし，『録音ニュース』に対しては，評価
する声だけがあったわけではない。『報道』24）

1962年11月号に「録音ニュースとニュース録
音」25）という記事がある。その当時の国際局
報道部長が『録音ニュース』に携わっていた10
年ほど前を振り返った文章である。

ストレートニュースと「音」のニュースのそれ

ぞれの在り方，その効果，その利用法など

について，そればかりを何年間も考えていた

時期もありました。一種偏執狂的な録音マ

ニアで，一度，前田報道局長時代 26），「録音

ニュースはニュースではない」と会議の席上で

局長に言われて，それがアタマに来て二日間

欠勤したことがあります。当時の中沢編集部

長が困った顔をして内心はニヤニヤしていた

のでしょうが「君，そんなに気にするなよ」と

とりなしてくれました。

前田義徳はその後，日本放送協会会長に
就任したが，もとは新聞記者であり，ラジオ
ニュースにおける音声の重要性をあまり深く理
解していなかったのではなかろうか。

　 
③ 録音機の改良

『議会報告』と『録音ニュース』という2つの
番組の例を引いて音声を生かしたニュースへの
模索を紹介したが，放送は科学技術によって
誕生したメディアであり，新聞に比べ科学技
術とのつながりは遥かに強固である。ラジオ
ニュースと「音声」の関係を論じる場合も技術
革新は決定的な要因となる。
『ラジオ年鑑（1948年版）』の「録音技術」の

項 27）では「携帯用磁気録音機」について次のよ
うに解説している。

極く小型でありマイクロホン及びそのコー
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ド・電源コード等一切を含めて一人で提げて

歩ける程度の携帯用機械で操作も割合に簡

単だからその性能として頗る機動性に富んで

おり，幾分音質において円盤式に劣るようだ

が活動の自由なことは円盤式の容易に及ば

ないところである。殆んど同型式の機械を日

本でも試作しているところがあるが，その実

験成績を見ると比較的近いうちに実用になる

のではないかと考えられる。

翌年，1949年版の『ラジオ年鑑』28）には「本
年度における録音機の一大進展は磁気録音機
の躍進である。（中略）米国からテープ式の磁
気録音機が出現した。その優秀な成績は全く
驚くべきものである」と書かれている。さらに

「携帯用小型のものでは重量約11.5㎏，小型ト
ランク状で片手でさげて持ち歩くことができる」
と記載されている。

そして1953年版『ラジオ年鑑 』の『録 音
ニュース』29）の項には，「26（1951）年度は運搬
操作に簡便な携帯用録音機がいよいよ実用化
し，すべての記者が録音取材に協力し得るこ
ととなり，取材範囲が極度に拡張され，国内

は勿論，朝鮮前線から，台北から，奄美大島
からと，およそ特派員の行くところからは，必
ず貴重な録音が届けられた」とある。

また，1952年に報道局が作成した部内資料
『NHKラジオニュース・ハンドブック』30）には，
「絶えず『音』を生かすことを考え」ることが必
要だとした上で，「記者が苦心して書いた如何
なる名文よりも生の音はリアルな迫力を持って
いる。新聞記者が常に写真を念頭に置く代り
に，放送記者は音のニュースを取り入れること
を心がけなければならない。音をどう取上げる
か，録音ニュースと書きニュースを平行して取
材しなければならない」と書かれている。

それから5年後，報道局編集部長の本野亨
一は「放送記者の心構え」31）というタイトルの
文章の中で，「ニュース素材を音という角度から
最も効果的にとらえるために，小型携帯録音機
いわゆるデンスケをどんな場所へもかついでま
わらねばならない。八キロに近いこのデンスケ
を，一本のペンと同じように軽く，同じように自
由に，取り扱うことができるのでなければ，放
送記者は音の世界に生きているとは言えないの
である」と述べている。

さらに続けて本野は「放送記者は，電波に
のせて書くこと，電波にのせて話すこと，そし
て，ニュース的な音をとらえること，この三つの
技術に習熟しなければならない」と述べ，「放
送記者は，取材の精神と態度をまず新聞記者
から学んだ。たしかにニュースに関するかぎり，
放送はまだ新聞の輝かしい七十年の歴史と伝
統を持ってはいない。学ぶのは当然である。し
かしながらここにあげた三つの技術のバランス
のうえに，自分自身をきたえていくこと，これは
放送記者自身が開拓するよりほかはないニュー
スの新しい分野なのである」と書いている。

携帯用録音機による取材
（『ラジオ年鑑（1951年版）』から）
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（３）「音声重視」に対するさまざまな見方

このように，「音声」というラジオならではの
特性を生かしたニュースを放送する新たな放送
記者像を目指した動きも出始めていたが，「携
帯用録音機」といっても，重さが8キロもある
機材を持って実際の取材現場で動き回ることは
容易なことではなかった。特に，いわゆる｢情
報取材｣，つまり特ダネをモノにするため，新
聞記者と同じ舞台で政治家や役人，警察官の
周辺を取材する放送記者にとって，重い「録音
機」は負担でしかなかったと考えられる。放送
記者は，新聞社との間で激しい取材競争を繰
り広げており，そうした中では，必ずしも「音声」
を重視した取材が抵抗なく受け入れられたわけ
ではなかった。

例えば，新聞記者と同じように，記者クラブ
を拠点に取材活動を行っていた点に関しては，
大阪局の報道課長が『放送記者』の1957年1
月号 32）で，次のように書いている。

マンネリズムの要因として，クラブであぐら

をかいていることをあげたら諸君はそんなこ

とは全くないと答えられるだろうか。クラブ

はオーバーをぬぐところであって，取材する

場所ではない筈だ。クラブに安住して「…で

は」記事 33）をかきとばすから記事には新味が

出ないのは当然だ。そこでBKでは昨秋出先

を極力減らして，遊軍記者を増やしてみた。

挑戦的な発言だが，すでにこの時期から「記
者クラブ」取材の弊害，「現場」を必ずしも重
視しない取材のあり方が大きな問題になってい
た。しかし，新聞記者と同じ職場で取材活動
を続けていると，新聞記者と同じような感覚を
持って仕事をすることになるのは極めて当然の

ことだったと言える。こうした中で，「現場」の
音声を意識した取材という考え方は，当時は，
必ずしも主流にはならなかったのである。

５．おわりに

放送記者制度の生みの親である柳澤恭雄
は，制度発足から40年後，次のように語って
いる。

私は今でも『放送記者』という名前には，

いささかこだわっているんです。もっといい

名前が無かったのかと時々考えさせられます。

（中略）私の抱いていた人間像は二つ。一つ

は言論人としての優れた感性と人格を持っ

た人，これは新聞と同じですが，もう一つ，

書ける上に話せる人でなければなりません。

書けて話せるジャーナリストでないと。とこ

ろが，記者を具体的に制度化するギリギリに

なっても，いい名称が浮かばないのです。そ

れで『放送記者』に決めました。見切り発車

でした 34）。

冒頭で紹介したように，日本におけるラジオ
ニュースの第1号には，「速報性」と「音声は煽
情的である」というラジオが持つ2つの特性が
発揮されていたのは実に象徴的である。放送
開始から20年後に登場した放送記者は，ラジ
オが持つこの2つの特性に“翻弄”され続けて
きたのではないだろうか。
「速報性」とは即ち，いかに早く正確で分か

りやすい文章を書いて，新聞より早く放送に
出すかということであり，その延長線上には，

「特ダネ競争」という新聞記者との激しい戦い
があった。一方，「音声は煽情的である」とい
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う特性は，「活字」にはない「音声」が持つ優
位性をラジオニュースに活用することを放送記
者に要求した。しかし，「速報性」を重視すれ
ば「音声」を生かしたニュースは出しづらくなり，
逆に「音声」を効果的に使おうとすると，「速報
性」は犠牲にせざるを得ない場面にしばしば
遭遇する。

柳澤恭雄が目指した“書けて話せるジャーナ
リスト”とは，このように，ある意味で矛盾する
2つの要素を兼ね備えたジャーナリストの実現
ではなかったろうか。

歩み始めたばかりの放送記者たちは，この
矛盾する2つの要素を融合するために，さまざ
まな工夫を続けてきたのは見てきたとおりであ
る。

放送記者たちは，「新聞記事を聴いているよ
うだ」と言われれば，音声を生かす工夫をし，

「聴いて面白ければそれでいい，のではない」と
言われれば，情報の質の向上を図ってきた。さ
まざまな紆余曲折を経験しながら，結果として
2つの要素を生かしたラジオニュースを出すこと
に成功してきたと言えるのではないだろうか。

草創期の放送記者たちのさまざまな試行錯
誤は，現在の放送ジャーナリズムの発展に間
違いなくつながっているのである。

　　　　　　　　（みやがわ だいすけ）
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